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令和４年２月 保健福祉委員会 開催状況

開催年月日 令和４年２月１日（火）
質 問 者 日 本 共 産 党 真下 紀子 委員
答 弁 者 地域医療推進局長 岡本 收司

感染症対策局次長 宗万 正樹
感染症対策局次長 黒須 成弘
医療体制担当局長 畑島 久雄
地域支援担当局長 佐々木 幸子
保健福祉部技監 廣島 孝

質 問 内 容 答 弁 内 容

二 コロナ感染症急拡大への対応等について
（一）検査実績について 【感染症対策局次長】(ＰＣＲ等検査無料化推進班)
道内の新規感染者は、加速度的に増えています。 無料検査の実績等についてでございますが、道で

1月19日に1，000人、１週間後の26日には2，000人 は、昨日（１月３１日）現在、全道で３１３か所の
を超えて29日には3,002人になりました。 事業所を登録しており、三次医療圏ごとの登録事業
こうした中で、今も2,000人を超える新規感染者 所数は道南圏域で３０か所、道央で１８２か所、道

が、毎日報告されております。行政検査の体制につ 北で４７か所、オホーツクで２１か所、十勝で１５
いて、知事は先日の会見で1日当たり最大3万4千件 か所、釧路・根室で１８か所となっております。
の検査が可能と言っていましたが、実際は、先ほど 次に、無料検査の実績は、事業を開始した12月27
の答弁にあったように、1万4百99件という状況です 日から１月23日までの期間におきまして２０，８２
ので、まだまだ体制が充分ではないと考えます。検 ６件となっております。
査だけではなく、治療やワクチン接種など大変逼迫 また、今後の検査事業所の登録につきましては、
しているのではないかと考えるところです。また、 引き続き薬剤師会等との連携を密にしながら、登録
道は先月、8日から一般検査事業で無料検査を実施 事業所の確保に努めてまいります。
しはじめました。これまでの無料検査の実績はどう
なっているのか。
また、予算規模で全道700カ所とした一般検査事

業を実施する事業所数の現状と検査数の実績を伺い
ます。
また、検査事業所は今後、いつまでに、どこに、

どのくらい設置の見通しかも併せて伺います。

【指摘等】
予算上で１００日で２６０万件実施をするという

ことでしたので、回数があまりにも少なく過ぎて、
大きく乖離しています。
予算措置して実施すると言っていたので、大きく

近づいていく体制を執っていただきたいと申し上げ
ておきます。

（五）検査資材不足への対応について 【地域医療推進局長】
そこでですけれども、検査資材について、先に伺 抗原検査キットについてでございますけれども、

っておきたいと思います。 道では、これまでも、卸売販売業者から聞き取りを
薬局などでも購入が可能となって、需要が高まっ 行うなどいたしまして、流通の状況の把握に努めて

たために、抗原検査キットが不足して、検査が受け まいりましたが、オミクロン株による感染の急拡大
られない状況との声があります。先ほど、５８か所 に伴い、最近は、「新たな発注があっても、在庫が
では一時停止するような事態になっているというこ なく対応できない」といった状況を伺っており、ま
となんですけれども、備蓄・流通状況を把握して、 た、医療機関・薬局からは、検査キットが確保でき
不足することなく薬局などに提供できるよう国に強 ないといった声も寄せられているところでございま
く求めるとともに、道としても確保していくという す。
ことが必要じゃないかと考えるんですけれど、如何 こうした中、国においては、各メーカーに対し、
でしょうか。 国が買い取ることを保証した上で、増産と輸入によ
すいません、質問を繰り上げて、質問しています り検査キットを確保するよう要請するとともに、現

ので。 在、個別の医療機関等から国が直接連絡を受け、医
薬品卸売業者等からの供給につなげていく仕組の構
築を検討していると伺っております。
道といたしましては、新型コロナウイルス感染症

対策に必要な検査に用いる資機材は、国が責任を持
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って確保すべきと考えておりまして、こうした国の
取組を注視しつつ、引き続き、関係団体と連携をい
たしまして、流通の状況を随時把握しながら、検査
キットの確保が図られるよう、努めてまいる考えで
ございます。

【指摘等】
日本は、医療ですとか、それから取締等の水際と

セットなの。でも、やっぱり不可欠なんだと思うん
ですよね。それで、国の輸入依存してきた検査キッ
トの確保の仕方というのが、やっぱり間違っていた
というか、それでは確保できないんだと。
海外では、日本とは桁違いに検査しているのに、

確保されているのに、後から参入した日本に確保で
きないと、交渉能力が無いと、大変苦労していると
いうようなことも、昨日、報道されておりましたけ
れども、やっぱりそうした対策というのが、国にお
いては不十分だったというふうに思いますので、自
治体の方からも、この件に関しては、国にしっかり
と、厳しい声をあげていくことを求めておきたいと
いうふうに思います。
知事は厳しいつもりで言ったと言っていますけれ

ども、まったく厳しくありませんので、他の知事と
同じように、国の姿勢が違っていたときは、厳しく
声をあげていただきたいというふうに思います。

（二）民間検査による陽性者の把握等について 【医療体制担当局長】（医療・検査体制班）
自主検査も行われているわけですが、医師の判断 行政検査以外の対応等についてでありますが、

の伴わない検査センターでのＰＣＲ検査で陽性だ ＰＣＲ等無料検査登録事業所での無料検査や民間
った場合、医療機関に相談しなければ感染の把握や 検査機関での自主検査を受け、陽性疑いとなった
その後の対応につながらないことが問題となってい 場合には、その後、医師による確定診断が必
ます。感染拡大を止めるために、医療機関への受診 要となりますことから、道では、民間検査機関等
を円滑に進めるよう連携していく必要があると考え に対しまして、検査申込時及び結果を通知する際
ますがいかがでしょうか。 に、受検者が検査で陽性疑いとなった場合には、医

療機関に受診する、あるいは、受診・相談センター
に相談することを勧奨するよう、求めているところ
でございます。

【指摘等】
日本の検査体制には問題があると考えます。確か

に、民間検査機関で陽性になった場合は医師が判断
しているわけではありませんけども、それが勧奨に
よって,自覚によってまかされているということで
は穴が空いていると思います。

（三）検査によらない診断について 【地域支援担当局長】（地域支援班）
コロナウイルス感染症は無症状や軽症でも感染力 陽性者の取扱いについてでございますが、新規感

がある、これはですね２年前に新型コロナウイルス 染者数が急増している本道におきましても、有症状
感染症が発見されて以来わかっていたことです。検 の患者の方を速やかに診断し、保健所による健康観
査による把握は不可欠なわけですね。こうした中、 察などへ迅速に繋げることが重要でありますが、本
検査をせずに診断するなどの議論が出てきているん 取扱いにつきましては、個々の患者の症状や同居家
ですけど、検査せずに診断可能なのでしょうか。イ 族の感染状況などから、実際に診療する医療機関の
ンフルや他の感染症との鑑別診断が本当にできる 医師等による総合的な判断が必要でありますことか
のかどうか、誤診につながりかねないのではないか ら、道では、現在、道医師会と協議を行っていると
と思いますがいかがでしょうか。 ころでございます。

なお、地域によりましては、国からの通知を受け
まして、医療機関で検査を行わず、発生届を提出す
る事例がありますことから、郡市医師会の了承の
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下、一部地域において、運用を開始しているところ
でございます。

【指摘等】
苦肉の策といいますか、結局できないから他の方

法を考えるということで、医療逼迫を招かないとい
う体制を作ってこなかったこと一番大きな原因があ
るわけですよね。行政検査、一般検査、民間検査い
ずれの検査によっても把握に基づいた対応をしなけ
ればならない、社会機能の維持に対応するために
は、不十分だったということが問題で、このことも
実態を示して国に言っていくということをしなけれ
ば、現場に皺寄せがいくという事態が継続していっ
てしまうと考えられます。このことはしっかりと伝
えていただきたいと思います。

（四）医療機関における対応について 【医療体制担当局長】（医療・検査体制班）
医療機関で濃厚接触となった職員は、国の通知で 濃厚接触者への検査についてでございますが、国
今般「７日間の自宅待機」になりましたが、その では、感染急拡大が確認された場合等の対応とし

他に「毎日検査し陰性であれば勤務可能」「６日目 て、医療関係者のほか、高齢者や障がい者等の生活
の検査で陰性であれば勤務可能」とされています 支援関係事業者といった社会機能維持者に限り、最
が、どこまでが行政検査となるのか、費用負担はど 終曝露日の翌日から４日目及び５日目に抗原定性検
うなるのか、判然としないとの声が今もでていま 査キットを用いた自費検査で陰性確認を行うこと
す。検査費用の負担の扱いはどうなのか。 で、７日間を待たずに待機を解除できるものとして
同様に、職員本人への感染可能性を調べるため おります。

に、家族のＰＣＲ検査が必要となった場合、無料 また、ワクチン２回接種済みの医療従事者につい
ＰＣＲ検査センターも予約待ちで対応できない。 ては、無症状であって、かつ、毎日検査で陰性を確
自前で検査し判定している医療機関からは、財政 認することにより、業務を継続することが可能とさ

補償がなく、すべて自己負担となると切実な声が寄 れており、この場合の検査は、行政検査とすること
せられました。医療機関が疫学調査を行い、必要だ が可能とされております。
と判断した検査、あるいは診療を継続するために必 道では、こうした取扱いにつきまして、道医師会
要な検査への財政措置が必要だと考えます。道は、 と連携を図りながら、医療機関等に周知を行ってお
現在のシステムで可能であるなら、そのことをよく り、医療機関が、こうした取扱いを効率的・効果的
周知し、費用負担を心配することなく検査で確認し に活用できますよう、その支援に努めてまいりま
ながら医療機関が診療を継続できるようサポートす す。
べきだと考えますが所見を伺います。

【指摘等】
医療従事者は行政検査にすることが可能だが、エ

ッセンシャルワーカーは自費検査で陰性確認とな
り、費用負担が生じることになります。ここのとこ
ろは、費用負担は国で行い、社会活動を維持しする
という姿勢を国に求めていく必要があるのではない
かと思います。要件の緩和をしてきているので、そ
の責任は国で負うべきだと思います。このことを国
にしっかりと伝えていただきたいと思います。

（六）ワクチン接種について 【感染症対策局次長】（ワクチン等予防対策班）
ワクチン接種についてなんですけど、２回のワク 追加接種についてでありますが、道内では、昨年

チン接種率は全国では８割弱の中、３回目も医療従 12月から、それぞれの市町村におきまして、３回目
事者や高齢者などから順次進められていますけれど の接種が順次開始されております。ウイルス曝露リ
も、その接種率が今朝の段階で３．２％だというこ スクの高い医療従事者等につきましては、接種の実
とでした。本道においても３回目のワクチン接種が 施意向がある医療機関におきまして、積極的に進め
同程度で、感染急拡大の今に至って、２週間くらい られていると承知しているところでございます。
かかりますよね、抗体ができるまで、ですから即効 なお、医療従事者等の２月までの追加接種対象者
性は不明なところもあるんですけれども、医療従事 のうち、希望する方に対する２月中の接種につきま
者等への接種の見通しはどうなのかをお伺いしま して、道内では、現時点で８７．７％の市町村が終
す。 了見込みであるというところでございます。
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【指摘等】
希望者においても、８７．７％に留まっているわ

けで、医療従事者総数において、どのくらいの割合
になっているかっていうことは把握されていないん
ですよね。国の方でも結局接種券でカウントしてる
ので、接種券が届かないうちに医療機関で自主的に
ワクチンを接種した場合は、まだ把握されていない
ということなんですよね。ですから、全体像を把握
しないとね、やっぱり医療従事者が安心して、それ
から道民も安心して医療従事者を支援するというこ
とにならないと思いますので、その点の把握につい
てはしっかりしていただきたいというふうに考えま
す。

（七）自宅療養者、自宅待機者の増加への対応につ
いて 【地域支援担当局長】（地域支援班）
自宅療養者も自宅待機者も急増しています。推移 自宅療養者等への対応についてでございますが、

がどうなっているのを伺います。今後、疫学調査も 自宅療養者及び入所調整中の自宅待機者は、１月３
保健所が行わないことで、把握が困難になる方も出 ０日現在、１８，４１５名で、これまで最大であり
てくるのではないかと懸念します。この事態は自己 ました５月２８日の約７千名を上回る状況となって
責任とする問題ではございません。病状によって診 おります。
療につなげるために、これまで以上が求められると 道では、保健所から直接、陽性者本人に連絡し、
考えますけれども、どう対応していくのか伺いま 陽性告知をした上で、疫学調査を行っており、多く
す。 の自宅療養者等への健康観察に当たりましては、症

状の悪化等を迅速に探知することが極めて重要であ
ることから、地域の感染状況に応じ、本庁や振興局
職員の応援派遣に加えまして、市町村やIHEATの活
用による保健師の派遣など保健所体制の強化を迅速
かつ機動的に進めますとともに、若い世代の患者の
方には、ITを積極的に活用していただき、ご自身で
健康チェック内容を入力・送信いただくといった、
保健所業務の効率化に資する取組を図りながら、健
康観察により症状の悪化等が疑われる場合は、速や
かに、必要な医療へ繋ぐための調整を行うなど、重
症化リスクの高い方への確実な健康観察と医療提供
を重点的に進めているところです。

【指摘等】
１月３０日現在、１８，４１５名の方が自宅で療

養されていたり、入所、入院を調整されているとい
うことですが、これだけの方が上手に接触を断って
いるということであればいいですが、なかなかそう
ならないケースもありますので、そこのところの啓
発については十分にお願いしたいということと、今
答弁にありましたとおり、経過観察において、症状
の悪化が認められると、そうした場合は必ず治療に
つなげるということを徹底していただきたいと思い
ます。それから、中等症の方でも、発熱が続いて、
状態の悪化によって亡くなるという例も出てきてお
りますので、対処療法的なものでも、治療に結びつ
け、管理をきちんとしていって、治癒につなげると
いう努力を続けていただきたいと思います。

（八）冬季の基本的感染防止策について 【保健福祉部技監】（地域支援班）
冬季の感染予防対策について、再度重要性を伝え 基本的な感染防止対策等についてでありますが、

る必要があると考えております。子どもたちに感染 本道は、先月２７日から、全道域で、特措法に基づ
が拡がっておりまして、道教委の調査では、1月17 くまん延防止等重点措置が適用されるなど、極めて
日～23日の間に、小中高と特別支援学校1864校で、 厳しい感染状況が続いており、こうした中で、医療
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臨時休業が学級、学年、学校あわせて185だったん のひっ迫や社会機能の維持への影響を抑えるには、
ですけど、１週間後の30日に362に倍増していま 道民の皆様、お一人お一人が、基本的な、感染防止
す。感染者数は児童生徒と教員等で23日時点で1189 行動を徹底していただくことが重要と認識しており
人に達していたんですが、30日現在で3205人と３倍 ます。
近くに上っています。そのほかに保育所の休園等も 特に、換気については、冬期間の寒さが厳しい本
増えている訳ですけれども、ここで心配なのが、学 道におきましては、不十分となる恐れがあることか
校は加温された水が出る条件にないということで ら、施設や事業所、学校をはじめ、各家庭において
す。私たちが小さい頃は冷たい水で手を洗うことは も、暖房器具を使用しながらの常時換気や人がいな
普通だったんですけれど、生活環境は変わっており い部屋の窓を開け、その新鮮な空気を人のいる部屋
まして、寒い中冷たい水で十分に手洗いできている に、段階的に取り入れる二段階換気など、できる限
のかどうか、そうしたことも考えていかなければい りの工夫を凝らして、換気に取り組んでいただくこ
けないと思いますし、換気をすれば当然気温が下が とが重要と考えており、道としては、今後とも、不
りますので、子どもたちが寒い冷たい思いをしてい 織布マスクの正しい着用や、こまめな手洗い、手指
るのではと心配するところです。また、カラオケ施 消毒、屋内における密の回避などお一人お一人が実
設を始め、家庭や職場など様々な場所で換気に注意 践する感染防止対策はもとより、室内の換気の徹底
していくことが重要でありますけれども、、燃料が についても、機会あるごとに、道民の皆様に向け、
高騰しているということで、換気が不十分となるこ 更に広く周知を図っていく考えであります。
とも懸念されます。
感染力が強いとされるオミクロン株の拡大が続く

中、他都府県とは冬期間の環境が違う北海道とし
て、今一度、冬季の感染対策に対する強いメッセー
ジが必要ではないかと考えますけども、いかがでし
ょうか。

【指摘等】
昨今の知見の中で、口腔ケアが非常に効果がある

というデータもでているようですので、そうしたこ
とも含めて普及していただきたいと思いますし、保
健福祉部が様々データを出しておりますが、道民の
協力を得るためにはどういう状況かというのがわか
るというのが非常に重要だと思います。保健福祉部
は数字データを出していて、グラフ化したりするの
は総合政策部なんですけれども、それが十分なされ
てないんです。保健福祉部のデータを私グラフにし
てみたんです。これを見ると自宅療養者が増えてい
るというのが一目瞭然なんです。総合政策部のデー
タのグラフ化は３つしかなく、あとは民間に丸投げ
してるんですけどね。やっぱりこれは総合政策部で
やっていただかないと困ると。保健福祉部がしっか
りとデータを出しているわけですから、そういうこ
とも本部会議の中で総合政策部にきちっと言ってい
ただきたいと思いますので、余計ではありますが申
し上げさせていただいて質問を終わります。
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